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表-1　立地別・構成別　売上高伸長率

総　　　合 491 70.1 100.5 12.9

大都市 64 139.4 154.7 72.0

中都市 71 97.6 105.8 56.7

小　計 135 119.9 131.6 65.2

周   辺   地   域 356 57.5 89.9 6.9

表-2　立地別・地域別　売上高伸長率

491 70.1 253.4 40.6 118.7 78.5 59.5 ▲ 10.6 30.6 23.9 48.1

135 119.9 589.9 61.9 176.9 80.1 121.8 ▲ 34.6 52.7 61.4 97.0

356 57.5 121.4 33.8 100.0 78.2 47.9 ▲ 6.7 24.7 22.0 32.5

491 15 28 203 57 31 86 28 10 33

（注） ■ 地　域
北 海 道 ：　北海道　
東 北 ：　青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県　
関 東 ：　茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・山梨県
北 陸 ：　新潟県・富山県・石川県・福井県
中 部 ：　長野県・岐阜県・静岡県・愛知県・三重県
近 畿 ：　滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県
中 国 ：　鳥取県・島根県・岡山県・広島県・山口県
四 国 ：　徳島県・香川県・愛媛県・高知県
九 州 ・ 沖 縄 ：　福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県
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■立地

中心地域：人口15万人以上の各都市(東京23区を含む都市)で、

商業機能が集積した中心市街地

周辺地域：上記中心地域以外の地域

■都市規模

大都市：札幌･仙台・千葉・東京区部・川崎・横浜・名古屋 ・京都 ・

大阪・神戸・広島・福岡・北九州の各市

既存ＳＣ前年同月比売上高伸長率 ：＋７０．１％

緊急事態宣言・まん延防止等重点措置の拡大で前月から一段と悪化

＜全体概況＞ ※2021年4月より参考資料（別紙）として2019年比も公表していますので併せてご覧ください。

・5月の既存ＳＣ売上高の前年同月比伸長率は、前年が緊急事態宣言下で全国的に自主休業を行ったSCが多かった反動もあり、

総合で前年同月比＋70.1％と大幅なプラスとなった。4月25日の緊急事態宣言発出以降、大きな人流を止めるという政府方針に

従い、休業要請対象外にまで休業範囲を広げ、食品、医薬品等の一部テナントの営業に限定していたＳＣも、5月12日から宣言

が延長されたことを踏まえ、各自治体が休業要請対象外としたテナントの営業を順次再開した。しかし、当初4都府県（東京都、

大阪府、京都府、兵庫県）が対象とされた緊急事態宣言は、5月12日以降、6道県が追加され、計10都道府県に拡大したこともあ

り、コロナ禍前の前々年同月比では▲33.2%と前月(▲24.8%）から10ポイント近く悪化した。

・立地別（表１）の売上高伸長率 は、中心地域・総合が前年同月比＋119.9％（前々年比▲45.2％）、周辺地域・総合が同＋

57.5％(同▲27.8％)となった。中心地域全体では3桁の伸びとなるも、前々年比では▲45.2%（総合）と半減に近い落ち込みであり、

広域移動を伴う利用者が主な来館者である中心地域の厳しい状況が継続した。

・構成別（表１）の売上高伸長率 は、テナントが前年比で＋100.5%となるも、前々年比では▲36.8％と苦戦した。これは、テナント

の中に、緊急事態宣言下で「生活必需対象外」とされ、休業を余儀なくされたサービス業種（シネマやエステサロン等）が含まれ

ていることなどが要因とみられる。

・立地別・地域別（表２）の売上高伸長率 は、北海道が前年5月に▲90%前後まで落ち込んだ反動で、当月は総合が＋253.4%、

中心地域が＋589.9%と大幅に前年を上回った。しかし、北海道は16日の緊急事態宣言発出に伴う土日祝日の休業要請を受け

た臨時休業が響き、前々年比では総合で▲50.2%と近畿に次ぐ落ち込みとなった。近畿は、総合で前年同月比▲10.6%で、大幅

なマイナスとなった前年5月をも下回る厳しい結果となった。この要因は、大阪府や兵庫県、京都府において、緊急事態宣言の期

間が前年より長かったことや、休業要請対象から外れる生活必需品の対象が食料品・医薬品等と他自治体よりも厳しく限定され

たことが要因と考えられる。

・都市規模別・地域別（表３）の売上高伸長率 は、総合で大都市が前年同月比＋80.2%（前々年比▲42.5%）、その他の地域が同

＋64.7%（同▲26.3%）となった。前々年比では大都市で40%超、その他の地域で20%超の落ち込みと全国的に厳しい状況だった。

特に、休業要請の内容が厳しかった大阪市は総合で前々年比▲83.0%、神戸市も同▲57.2%と前月よりも大幅に悪化した。一方、

前々年比では千葉市が総合で▲21.6%、横浜市が▲15.0%、川崎市が▲15.4%と他の都市よりも下げ幅は小さかった。これは、

東京区部のＳＣが休業となったため、都内からの来館者が増加したことも影響したとみられる。

・業種別では、飲食店舗は時短営業に加え酒類の提供が禁止された影響が非常に大きく苦戦が続いている。一方、同じ飲食店

舗でもテイクアウト需要の高まりでファストフードは好調との声がきかれた。また、「母の日」関連で洋菓子等の食物販やギフトが

堅調との声がきかれた。これは外出自粛に伴い家族で過ごす時間が増えたことも後押しになったとみられる。

・調査サンプル数：491ＳC （回収率49.1%）
・本調査は、2019年12月末現在の全3,209ＳＣの中から立地別･ＳＣ規模別に1,000ＳＣをサンプル抽出し、集計・算出しています。



表-3　都市規模別・地域別 表-4　キーテナント業態別　

        　 売上高伸長率          売上高伸長率

SC数 総　合 テナント ｷｰﾃﾅﾝﾄ SC数 総合

491 70.1 100.5 12.9 491 70.1

札 幌 市 10 335.3 335.3 - 核なし 284 127.7

仙 台 市 6 65.0 65.0 - Dpt 13 75.6

千 葉 市 7 158.3 158.3 - GMS 105 25.9

東 京 区 部 54 93.3 131.4 37.4 SM 45 28.5

横 浜 市 20 176.2 224.2 47.3 HC 1 *

川 崎 市 8 176.3 194.4 * 専門店 4 4.4

名 古 屋 市 12 65.5 94.6 12.1 生協 5 ▲ 12.5

京 都 市 7 ▲ 2.5 ▲ 2.3 ▲ 2.6 Dgs 2 *

大 阪 市 18 ▲ 46.0 ▲ 58.3 * 　 　小　　　計 175 32.2

神 戸 市 18 ▲ 5.7 ▲ 6.2 ▲ 4.4 23 21.3

広 島 市 7 44.0 45.8 - 9 47.1

北 九 州 市 2 * * *

福 岡 市 9 82.6 87.7 *

    小    計 178 80.2 101.9 25.9 　 ＊：サンプルが少数のため個別の値は公開していない。

北 海 道 5 119.1 313.8 * 　

東 北 22 32.6 43.4 11.7

関 東 114 112.5 160.1 17.1

中 部 45 82.2 117.1 3.1

北 陸 31 59.5 114.0 11.4

近 畿 43 ▲ 2.2 ▲ 1.3 ▲ 3.4

中 国 21 28.1 43.4 5.2

四 国 10 23.9 52.6 5.2

九 州 ・ 沖 縄 22 36.7 60.0 3.0

　 　小　　計 313 64.7 99.6 7.6

 　※ 「その他の地域」には、大都市は含まない。

　 ＊：サンプルが少数のため個別の値は公開していない。
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表-5　立地別SC・テナント・キーテナント効率  

1SC当り売上高 坪効率

（千円）

前年比
伸長率

 
(実効 ㎡)

前年比
伸長率 （千円） （千円）

491 365,362,954 70.1 9,859,320 2.1 744,120 122 20,080

135 95,291,778 119.9 1,953,142 ▲ 1.8 705,865 161 14,468

大都市 64 55,390,670 139.4 1,125,365 ▲ 2.6 865,479 162 17,584

中都市 71 39,901,108 97.6 827,778 ▲ 0.7 561,987 159 11,659

356 270,071,175 57.5 7,906,178 3.1 758,627 113 22,208

491 281,371,680 100.5 7,425,085 2.9 573,058 125 15,122

135 82,644,583 131.6 1,755,668 ▲ 2.0 612,182 155 13,005

大都市 64 48,035,348 154.7 1,003,920 ▲ 2.9 750,552 158 15,686

中都市 71 34,609,235 105.8 751,749 ▲ 0.8 487,454 152 10,588

356 198,727,096 89.9 5,669,417 4.5 558,222 116 15,925

207 83,991,274 12.9 2,434,235 ▲ 0.2 405,755 114 11,760

20 12,647,195 65.2 197,474 0.0 632,360 211 9,874

大都市 6 7,355,322 72.0 121,445 0.0 1,225,887 200 20,241

中都市 14 5,291,873 56.7 76,029 ▲ 0.1 377,991 230 5,431

187 71,344,079 6.9 2,236,761 ▲ 0.3 381,519 105 11,961

注：売上高（総合）は、調査対象491ＳCの合計値です。
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表-6　ＳＣ・百貨店・チェーンストア　売上高伸長率

　

　

ＳＣ総合 ﾃ ﾅ ﾝ ﾄ ｷｰﾃﾅﾝﾄ 　

 ００年 ▲ 3.4 ▲ 3.1 ▲ 3.7 ▲ 2.2 ▲ 5.1 　

 ０１年 ▲ 2.2 ▲ 1.4 ▲ 3.3 ▲ 0.4 ▲ 5.2 　

 ０２年 ▲ 2.1 ▲ 2.1 ▲ 2.1 ▲ 2.3 ▲ 2.1 　

 ０３年 ▲ 1.6 ▲ 0.8 ▲ 2.4 ▲ 2.8 ▲ 3.2 　

 ０４年 ▲ 1.7 ▲ 0.9 ▲ 2.9 ▲ 2.8 ▲ 3.5 　

 ０５年 0.3 1.5 ▲ 1.9 ▲ 0.2 ▲ 2.6 　

 ０６年 0.3 0.9 ▲ 0.7 ▲ 0.7 ▲ 2.7
 ０７年 0.0 0.3 ▲ 0.6 ▲ 0.5 ▲ 1.4
 ０８年 ▲ 1.5 ▲ 1.1 ▲ 2.3 ▲ 4.3 ▲ 0.7
 ０９年 ▲ 6.8 ▲ 6.5 ▲ 7.4 ▲ 10.1 ▲ 4.3
１０年 ▲ 2.0 ▲ 1.7 ▲ 2.8 ▲ 3.1 ▲ 2.6
１１年 ▲ 1.3 ▲ 1.1 ▲ 1.5 ▲ 2.0 ▲ 0.8
１２年 0.5 1.5 ▲ 1.6 0.3 ▲ 1.9
１３年 ▲ 0.5 ▲ 0.1 ▲ 1.3 1.6 ▲ 0.7
１４年 0.1 0.5 ▲ 0.9 0.3 ▲ 0.6
１５年 0.0 0.3 ▲ 0.6 ▲ 0.2 0.7
１６年 ▲ 1.1 ▲ 0.9 ▲ 1.4 ▲ 2.9 ▲ 0.4
１７年 0.6 1.0 ▲ 0.9 0.1 ▲ 0.9
１８年 0.6 1.0 ▲ 1.0 ▲ 0.8 ▲ 0.2
１９年 0.4 0.8 ▲ 1.5 ▲ 1.4 ▲ 1.8
２０年 ▲ 22.3 ▲ 24.8 ▲ 12.1 ▲ 25.7 0.9

2019上半期 （1 ～ 6月） 1.3 1.7 ▲ 0.8 ▲ 0.9 ▲ 1.3
2019下半期 （7 ～ 12月） ▲ 1.0 ▲ 0.7 ▲ 2.1 ▲ 1.8 ▲ 2.3
2020上半期 （1 ～ 6月） ▲ 30.3 ▲ 33.8 ▲ 16.0 ▲ 33.9 0.4
2020下半期 （7 ～ 12月） ▲ 14.6 ▲ 16.2 ▲ 8.2 ▲ 17.9 1.3

（ 1 ～ 3月） 0.9 1.4 ▲ 1.4 ▲ 0.9 ▲ 1.8
（ 4 ～ 6月） 1.7 2.1 ▲ 0.4 ▲ 0.9 ▲ 0.7
（ 7 ～ 9月） 2.5 2.9 1.2 6.8 ▲ 1.7
(10 ～ 12月) ▲ 4.3 ▲ 3.9 ▲ 5.7 ▲ 8.8 ▲ 2.9
（ 1 ～ 3月） ▲ 11.7 ▲ 12.9 ▲ 7.1 ▲ 16.8 0.8
（ 4 ～ 6月） ▲ 48.8 ▲ 54.7 ▲ 24.7 ▲ 51.7 0.1
（ 7 ～ 9月） ▲ 19.5 ▲ 21.1 ▲ 13.0 ▲ 25.6 0.4
(10 ～ 12月) ▲ 9.9 ▲ 11.4 ▲ 3.6 ▲ 10.8 2.2

1月 ▲ 0.6 ▲ 0.3 ▲ 2.1 ▲ 2.9 ▲ 3.4
2月 0.9 1.5 ▲ 1.7 0.4 ▲ 2.5
3月 2.2 2.7 ▲ 0.3 0.1 0.5
4月 0.2 0.7 ▲ 2.0 ▲ 1.1 ▲ 1.0
5月 2.6 3.0 0.8 ▲ 0.8 ▲ 0.7
6月 2.4 3.2 ▲ 0.5 ▲ 0.9 ▲ 0.7
7月 ▲ 3.1 ▲ 2.4 ▲ 6.2 ▲ 2.9 ▲ 7.1
8月 2.4 2.8 0.8 2.3 ▲ 0.3
9月 8.3 7.7 10.8 23.1 2.8
10月 ▲ 8.3 ▲ 7.7 ▲ 10.8 ▲ 17.5 ▲ 4.1
11月 ▲ 1.6 ▲ 1.4 ▲ 2.4 ▲ 6.0 ▲ 1.4
12月 ▲ 3.6 ▲ 3.3 ▲ 4.9 ▲ 5.0 ▲ 3.3
1月 ▲ 1.3 ▲ 1.0 ▲ 2.6 ▲ 3.1 ▲ 2.0
2月 ▲ 3.3 ▲ 3.8 ▲ 1.4 ▲ 12.2 4.1
3月 ▲ 28.0 ▲ 30.7 ▲ 16.3 ▲ 33.4 0.8
4月 ▲ 68.8 ▲ 76.2 ▲ 37.2 ▲ 72.8 ▲ 4.5
5月 ▲ 61.4 ▲ 69.1 ▲ 28.2 ▲ 65.6 1.3
6月 ▲ 15.0 ▲ 17.1 ▲ 7.0 ▲ 19.1 3.4
7月 ▲ 17.6 ▲ 19.9 ▲ 8.5 ▲ 20.3 2.6
8月 ▲ 18.8 ▲ 21.1 ▲ 9.0 ▲ 22.0 3.3
9月 ▲ 21.6 ▲ 21.9 ▲ 20.4 ▲ 33.6 ▲4.6
10月 ▲ 2.4 ▲ 3.5 2.3 ▲ 1.7 2.8
11月 ▲ 11.3 ▲ 12.5 ▲ 6.7 ▲14.3 1.2
12月 ▲ 14.4 ▲ 16.6 ▲ 5.8 ▲ 13.7 2.7
1月 ▲ 25.2 ▲ 28.0 ▲ 13.1 ▲29.7 1.2
2月 ▲ 13.4 ▲ 14.8 ▲ 8.5 ▲10.7 ▲2.1
3月 12.5 14.3 5.7 21.8 1.3
4月 141.2 202.4 39.2 167.0 6.0
5月 70.1 100.5 12.9 65.2 2.9

　

一般社団法人日本ショッピングセンター協会　　情報企画部
　ＴＥＬ ０３－５６１５－８５２４　http://www.jcsc.or.jp

　チェーン
ストア協会

調査分析

-4-

2019 月別

2020 月別

出　　　　　　典    日本ショッピングセンター協会
百貨店
協   会

2021 月別

Ｓ　　　　　Ｃ
百貨店

チェーン
ストア

既 存 Ｓ Ｃ

年別

2019四半期別

2020四半期別

【概況】【概況】


